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Ⅰ 調査実施の概要 

１ 調査目的 

上下水道利用者の上下水道事業に対する評価、意向・要望、意識の変化等を的確に把握し、今後

の事業運営に活用することを目的とする。 

 

２ 調査設計 

（１）調査対象     2024年度（令和６年度）使用水量上位事業所から抽出した 300事業所 

（２）調査方法     調査票を郵送で送付し、回答を郵送又はインターネットで回収 

（３）調査期間     2025年（令和７年）７月 

（４）有効回収数（率） 142事業所（47.3％） 

 

３ 報告書の見方 

（１）比率はすべて百分率で表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出した。そのために、百分率

の合計が 100％にならないことがある。 

（２）質問文の中に、複数回答が可能な質問があるが、その場合、回答の合計は調査数を上回ること

がある。 

（３）図中の選択枝表記は、場合によっては語句を短縮・簡略化している場合がある。 

（４）数表、図表、文中に示す nは、比率算出上の基数（標本数）を表している。 

（５）その他や自由意見については、読みやすさ等を考慮し文章の表現を一部変更し掲載している。 

（６）n=10以下のものはコメントで言及していない。 
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Ⅱ 調査結果のまとめ 

 

１ 水道水について 

①水道水の飲用（問３） 

「沸かして、お茶やコーヒーなどとして飲む」は約５割。「水道水は（ほとんど）飲まない」は１

割台半ば。 

水道水の飲み方について、「沸かして、お茶やコーヒーなどとして飲む」との回答が（48.6％）、「水

道水は（ほとんど）飲まない」（16.9％）となっている。「水道水は（ほとんど）飲まない」は 2020

年度調査から減少している。 

 

②水道水の安全性（問５） 

水道水の水質についての最も望むことは「主な水源である芦田川の水質をよくしてほしい」。 

水道水の水質について、「主な水源である芦田川の水質をよくしてほしい」（46.5％）、「水道管をき

れいにしてほしい」（41.5％）、「もっと安全にしてほしい」（33.8％）となっている。 

 

③水道水以外の利用状況（問６） 

「水道水以外は利用していない」は 2012年度調査と比べて、2020年度調査、2025年度調査では

増加。 

水道水以外の利用状況について、「水道水以外は利用していない」（71.1％）となっており、2012年

度調査と比べて、2020年度調査、2025年度調査では増加している。 

 

２ 下水道について 

①下水道の整備状況（問７） 

下水道が「整備されている」は７割台半ば。 

公共下水道の整備状況について、「整備されている」（76.1％）、「整備されていない」（15.5％）と

なっている。 

 

②「特定施設」の認知度（問８） 

特定施設を「知らない」は６割超であり、認知していない事業所は年々増加傾向。 

「特定施設」の認知度について、「知っている」（37.3％）、「知らない」（61.3％）となっており、

「知らない」との回答は年々増加傾向となっている。 
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３ 水道料金・下水道使用料について 

①水道料金・下水道使用料（問 11） 

「妥当な水準だと思う」は年々増加傾向。 

水道料金・下水道使用料に感じていることについて、「妥当な水準だと思う」（45.1％）となってお

り、年々増加傾向となっている。 

 

②水道料金・下水道使用料が高いと思う理由（問 11－１） 

「現在の上下水道サービス（水道水の水質など）に対して、水道料金・下水道使用料が高く思え

るから」が年々増加傾向。 

水道料金・下水道使用料が高いと思う理由について、「現在の上下水道サービス（水道水の水質な

ど）に対して、水道料金・下水道使用料が高く思えるから」（32.6％）となっており、年々増加傾向

となっている。 

 

③従量料金・従量使用料の単価について（問 12） 

「現行と同程度にしてほしい」は約４割。「一定以上の水量を使用する場合は、別に安い単価を設

定してほしい」が３割台半ば。 

従量料金・従量使用料の単価について、「現行と同程度にしてほしい」（38.7％）、「一定以上の水量

を使用する場合は、別に安い単価を設定してほしい」（33.1％）となっている。 

 

④福山市の料金体系について（問 13） 

「今のままでよい」は約６割、「口径別料金体系の方がよい」は１割未満。 

福山市の料金体系について、「今のままでよい」（59.9％）、「口径別料金体系の方がよい」（9.9％）

となっている。 

 

４ 施設の老朽化・更新について 

①水道施設や下水道施設が老朽化の進行により更新時期を迎えること（問 16） 

更新時期を迎えることを「知っている」は約８割であり、2020年度調査より増加。 

水道施設や下水道施設が老朽化の進行により更新時期を迎えることについて、「知っている」

（78.9％）となっており、2020年度調査より 13.6 ポイント増加している。 
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②水道管の老朽化や地震等の災害に起因する漏水や断水など日常生活に影響を及ぼすリスク（問 17） 

「事故等を未然に防ぐよう、万全の対策を講じてほしい」は約５割。 

日常生活に影響を及ぼすリスクについて、「事故等を未然に防ぐよう、万全の対策を講じてほしい」

（50.7％）となっている。 

 

③施設の更新・耐震化と料金のバランス（問 18） 

「料金（使用料）を値上げしてでも、施設の更新・耐震化を積極的に進めてほしい」は約４割。

「料金（使用料）の値上げは行わず、施設の更新・耐震化のペースを遅らせてほしい」、「料金（使

用料）の値上げは行わず、借入金を増やして（子や孫世代への負担を先送りし）、施設の更新・耐

震化を積極的に進めてほしい」は１割台。 

更新・耐震化と料金のバランスについて、「料金（使用料）を値上げしてでも、施設の更新・耐震

化を積極的に進めてほしい」（40.8％）、「料金（使用料）の値上げは行わず、施設の更新・耐震化の

ペースを遅らせてほしい」（16.2％）、「料金（使用料）の値上げは行わず、借入金を増やして（子や

孫世代への負担を先送りし）、施設の更新・耐震化を積極的に進めてほしい」（12.7％）となっている。 

 

 

５ 災害への備えについて 

①上下水道局が行っている対策や取組（問 20） 

認知度が高い対策や取組は「水道管・下水道管を耐震化していること」、「給水車を保有している

こと」。「知っているものはない」は１割台半ば。 

上下水道局が行っている対策や取組で知っているものについて、「水道管・下水道管を耐震化して

いること」（45.8％）、「給水車を保有していること」（42.3％）となっている。また、「知っているも

のはない」（15.5％）となっている。 

 

６ 情報発信について 

①福山の水道・下水道に関する情報収集（問 21） 

「ホームページ（福山市上下水道局）」は約５割。 

情報収集について、「ホームページ（福山市上下水道局）」（49.3％）、「広報ふくやま（市の広報誌）」

（33.1％）、「検針時に各ご家庭に配布する「使用水量・料金等のお知らせ」」（28.9％）となっている。 

 

②希望する情報取得方法（問 22） 

「ホームページ（福山市上下水道局）」は約７割。「広報ふくやま（市の広報誌）」、「検針時に各ご

家庭に配布する「使用水量・料金等のお知らせ」」は３割台。 

希望する情報取得方法について、「ホームページ（福山市上下水道局）」（70.4％）、「広報ふくやま

（市の広報誌）」（34.5％）、「検針時に各ご家庭に配布する「使用水量・料金等のお知らせ」」（32.4％）

となっている。 
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７ 上下水道局が行っている事業・サービスについて 

①上下水道局の取組やサービスの満足している点・不満な点（問 24・25） 

満足している点は「安定した給水」が約７割半。不満に思っている点は「特になし」が約４割と

前回より減少。 

上下水道局の取組やサービスについて、満足している点は「安定した給水」（74.6％）となってお

り、不満な点は「水道料金・下水道使用料」（11.3％）となっている。また、不満に思っている点で

「特になし」（40.1％）となっており、2020年度調査より減少している。 

 

②上下水道局職員に対しての満足度（問 26） 

５割以上は好印象で前回より増加。「職員と応対したことがない」は３割台半ば。 

上下水道局職員に対しての満足度について、『満足している』（「良かった（満足）」と「どちらかと

いえば良かった」を合わせた割合）（56.3％）となっており、2020年度調査よりも増加している。ま

た、「職員と応対したことがない」（33.8％）となっている。 

 

③全体的な上下水道局の取組やサービスの満足度（問 27） 

４割超は満足している。 

全体での上下水道局の取組やサービスの満足度について、『満足している』（「満足している」と「ど

ちらかといえば満足」を合わせた割合）（42.3％）、「ふつう」（54.9％）となっている。 

 

④今後の事業経営の効率的な推進（問 28） 

災害への対策にもっと力を入れていくべきと考える事業所が過半数。 

全体での上下水道局の取組やサービスの項目について、「もっと力を入れていくべき」との回答は

「災害に強い下水道づくり」（65.5％）、「災害に強い水道づくり」（64.1％）、「大雨などに対する浸水

対策」（63.4％）となっている。 

 

⑤「福山市上下水道事業中長期ビジョン（経営戦略）」の認知度（問 29） 

「知らない」は約８割。 

「福山市上下水道事業中長期ビジョン（経営戦略）」策定の認知について、「知っている」（11.3％）、

「知らない」（78.2％）となっている。 
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Ⅲ 調査結果 

１ 回答者属性 

（１）所在地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）業種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の業種】 

 

●廃棄物処理 

●教育機関 ほか 
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（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

製造業 建設業 医療・福祉 卸売・小売業

サービス業 運輸・通信業 公共機関

（医療・福祉を除く）
その他

無回答
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(%)
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そのまま飲んでいる 浄水器を通して飲んでいる

沸かして、お茶やコーヒーなどとして飲む 水道水は（ほとんど）飲まない

その他 無回答

２ 水道水について 

問３ 貴事業所では、水道水をどのようにして飲んでいますか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道水の飲み方について、「沸かして、お茶やコーヒーなどとして飲む」との回答が 48.6％と最も

高く、次いで「浄水器を通して飲んでいる」（19.7％）、「水道水は（ほとんど）飲まない」（16.9％）

などの順となっている。 

経年比較すると、「水道水は（ほとんど）飲まない」との回答は 2012年度調査から 2020年度調査

にかけて増加傾向であったが、2025年度調査では減少傾向となっている。 

 

  

注１ 2012 年度調査の「沸かして、お茶やコーヒーとして飲んでいる」（50.0％）は、 

「水道水を沸かして飲むことが多い」（10.7％）を含んだ数値 
 

注２ 2012 年度調査の「その他」は、「給茶機・冷水器に入れた水道水を飲んでいる」の回答率 

注３ 「その他」は、2020年度調査と 2025 年度調査にはない 
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(n=38)
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(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
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そのまま飲んでいる 浄水器を通して飲んでいる

沸かして、お茶やコーヒーなどとして飲む 水道水は（ほとんど）飲まない

無回答

【業種別】 

 

業種別にみると、「沸かして、お茶やコーヒーなどとして飲む」との回答は医療・福祉で約８割と

高くなっている。 
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4.2 33.3 16.7 4.2 ２０２５年度調査
(n=24)

(%)
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安全性への不安がなくなれば においや味が気にならなくなれば

経済的（安い）と感じれば 主な水源である芦田川の水質が改善されれば

飲まない その他

無回答

29.2 12.5 

0.0 

4.2 33.3 16.7 4.2 ２０２５年度調査
(n=24)

(%)
0 20 40 60 80 100

安全性への不安がなくなれば においや味が気にならなくなれば

経済的（安い）と感じれば 主な水源である芦田川の水質が改善されれば

飲まない その他

無回答

問３で「４」と回答された事業所のみお答えください。 

問３－１ どのようなきっかけがあれば、そのまま飲んだり、沸かして飲んだり（お茶やコーヒー）

しようと思いますか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道水を飲むきっかけについて、「安全性への不安がなくなれば」との回答が 29.2％と高く、次い

で「においや味が気にならなくなれば」（12.5％）、「主な水源である芦田川の水質が改善されれば」

（4.2％）などの順となっている。また、「飲まない」との回答は 33.3％となっている。 

 

【その他意見（抜粋）】 

 

●ドリンクサーバーを設置しているので事業所内では水道水をそのまま飲む人は少ない。 

 

 

  

※2025 年度調査は、「経済的（安い）と感じれば」の回答なし 
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(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

42.3 57.7 

0.0 

はい いいえ 無回答

２０２５年度調査
(n=142)

(%)
0 20 40 60 80 100

全員にお尋ねします。 

問４ 有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）に関して、ホームページで情報提供しています。福山市の水道

水の安全性についてご存知ですか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

水道水の安全性に関する認知について、「はい」（42.3％）、「いいえ」（57.7％）となっている。 

 

 

【業種別】 

 

業種別にみると、「はい」との回答は建設業で約６割、「いいえ」との回答はサービス業で約８割と

高くなっている。 
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46.5 

41.5 

33.8 

28.9 

26.1 

17.6 

14.1 

0.0 

0.0 

24.9 

30.1 

26.6 

27.7 

23.7 

24.9 

24.9 

0.0 

1.2 

0 10 20 30 40 50

２０２５年度調査(n=142)

２０２０年度調査(n=173)

主な水源である芦田川の水質をよくしてほしい

水道管をきれいにしてほしい

もっと安全にしてほしい

もっとおいしくしてほしい

カルキ（塩素）などのにおいが
しないようにしてほしい

水道水の安全性について、
もっと情報提供してほしい

特になし

その他

無回答

(%)

問５ 水道水の水質について、どのようなことを望みますか。《〇はいくつでも》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道水の水質について、「主な水源である芦田川の水質をよくしてほしい」との回答が 46.5％と最

も高く、次いで「水道管をきれいにしてほしい」（41.5％）、「もっと安全にしてほしい」（33.8％）な

どの順となっている。 

経年比較すると、「主な水源である芦田川の水質をよくしてほしい」との回答は 2025 年度調査で

46.5％となっており、2020 年度調査の 24.9％よりも、21.6ポイント増加している。 

 

 

  

※2025 年度調査の「主な水源である芦田川の水質をよくしてほしい」は、2020 年度調査

では、「水源の河川やダムの水質をよくしてほしい」という表記になっている。 
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（％）
n

数

主

な
水
源
で

あ
る
芦
田

川

の
水
質
を

よ
く
し
て

ほ

し
い

水

道
管
を
き

れ
い
に
し

て

ほ
し
い

も
っ

と
安
全

に
し
て
ほ

し

い

も
っ

と
お
い

し
く
し
て

ほ

し
い

カ

ル
キ
（

塩

素
）

な
ど

の

に
お
い
が

し
な
い
よ

う

に
し
て
ほ

し
い

水

道
水
の
安

全
性
に
つ

い

て
、

も
っ

と
情
報
提

供

し
て
ほ
し

い

特

に
な
し

そ

の
他

無

回
答

142 46.5 41.5 33.8 28.9 26.1 17.6 14.1 - -

製造業 52 48.1 34.6 32.7 23.1 25.0 13.5 13.5 - -

建設業 12 41.7 33.3 16.7 25.0 25.0 33.3 16.7 - -

医療・福祉 38 52.6 60.5 39.5 28.9 31.6 21.1 13.2 - -

卸売・小売業 5 40.0 40.0 20.0 40.0 - 40.0 - - -

サービス業 14 50.0 35.7 42.9 35.7 21.4 7.1 21.4 - -

運輸・通信業 2 50.0 - 100.0 - - - - - -

公共機関（医療・福祉を除く） 8 37.5 37.5 25.0 50.0 50.0 - 12.5 - -

その他 11 27.3 36.4 27.3 36.4 18.2 27.3 18.2 - -

１位 ２位 ３位

全　体

業

種
別

【業種別】 

 

業種別にみると、「主な水源である芦田川の水質をよくしてほしい」との回答は製造業で約５割、

「水道管をきれいにしてほしい」との回答は医療・福祉で約６割と高くなっている。 
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12.0 

7.7 

4.9 

3.5 

2.8 

71.1 

1.4 

12.1 

8.1 

1.7 

4.0 

2.3 

72.8 

2.3 

11.3 

8.0 

7.3 

4.7 

2.7 

65.3 

4.0 

0 20 40 60 80

２０２５年度調査(n=142)

２０２０年度調査(n=173)

２０１２年度調査(n=150)

水道水以外は利用していない

地下水（井戸水）

工業用水

再生水

雨水

その他

無回答

(%)

問６ 水道水以外の利用状況についておたずねします。 

貴事業所で利用しているものをすべて選んでください。《〇はいくつでも》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道水以外の利用状況について、「地下水（井戸水）」との回答が 12.0％と高く、次いで「工業用

水」（7.7％）、「再生水」（4.9％）などの順となっている。また、「水道水以外は利用していない」と

の回答は 71.1％となっている。 

経年比較すると、2012 年度調査と比べて、2020 年度調査、2025 年度調査は「地下水（井戸水）」

との回答が増加している。 

 

【その他意見（抜粋）】 

 

●鉱泉水。 

●ウォーターサーバー。 
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（％）

n
数

地
下
水
（

井

戸
水
）

工
業
用
水

再
生
水

雨
水

水
道
水
以
外

は
利
用
し

て
い
な
い

そ
の
他

無
回
答

142 12.0 7.7 4.9 3.5 71.1 2.8 1.4

製造業 52 13.5 17.3 7.7 7.7 61.5 - -

建設業 12 8.3 - - - 91.7 - -

医療・福祉 38 13.2 - 5.3 - 78.9 2.6 -

卸売・小売業 5 - 20.0 - - 60.0 - 20.0

サービス業 14 14.3 7.1 - - 71.4 7.1 7.1

運輸・通信業 2 - - - - 100.0 - -

公共機関（医療・福祉を除く） 8 - - 12.5 - 62.5 25.0 -

その他 11 18.2 - - 9.1 72.7 - -

１位 ２位 ３位

業
種
別

全　体

【業種別】 

 

業種別にみると、すべての業種で「水道水以外は利用していない」が最も高くなっている。 
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57.1 

28.6 

5.7 

5.7 

8.6 

0.0 

0 20 40 60

業務用

散水用

飲用以外の生活用水

空調などの設備用

その他

無回答

(%)
(n=35)

問６で「１」～「４」と回答された事業所のみお答えください。 

問６－１ どのような用途でご利用ですか《〇はいくつでも》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道水以外の利用状況について、「業務用」との回答が 57.1％と最も高く、次いで「散水用」（28.6％）、

「飲用以外の生活用水」、「空調などの設備用」（ともに 5.7％）などの順となっている。 

 

【その他意見（抜粋）】 

 

●災害用。 

●防火。 
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78.0 14.5 7.5 

0.0 

整備されている 整備されていない わからない 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

78.0 14.5 7.5 

0.0 

整備されている 整備されていない わからない 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

76.1 

78.0 

15.5 

14.5 

7.7 

7.5 

0.7 

0.0 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

85.2 

54.5 

63.6 

45.5 

71.4 

60.0 

9.1 

9.1 

27.3 

54.5 

14.3 

30.0 

5.7 

27.3 

9.1 

0.0 

14.3 

10.0 

0.0 

9.1 

0.0 0.0 0.0 0.0 

福山地区
(n=88)

東部地区
(n=11)

西部（松永）地区
(n=11)

北部地区
(n=11)

沼隈・内海地区
(n=7)

神辺地区
(n=10)

(%)
0 20 40 60 80 100

３ 下水道について 

問７ 貴事業所の地域は公共下水道が整備されていますか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共下水道の整備状況について、「整備されている」（76.1％）、「整備されていない」（15.5％）と

なっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

 

【所在地区別】 

 

所在地区別にみると、「整備されている」との回答は福山地区で８割台半ばと高くなっている。 
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92.6 

94.1 

62.0 

2.8 

2.2 

4.7 

4.6 

2.2 

29.3 

0.0 

1.5 

4.0 

２０２５年度調査
(n=108)

２０２０年度調査
(n=135)

２０１２年度調査
(n=150)

(%)
0 20 40 60 80 100

問７で「１」と回答された事業所のみお答えください。 

問７－１ 貴事業所では、下水道を使用（接続）していますか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下水道の使用（接続）の有無について、「使用（接続）している」との回答が 92.6％と最も高く、

次いで「使用（接続）していない」（4.6％）、「一部使用（接続）している」（2.8％）などの順となっ

ている。 

経年比較すると、2012年度調査と比べて、2020年度調査、2025年度調査は「使用（接続）してい

る」との回答が増加傾向となっている。 

 

 

  

94.1

62.0

2.2

4.7

2.2

29.3

1.5

4.0
(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=135）

２０１２年度調査
（n=150）

使用（接続）している 一部使用（接続）している

使用（接続）していない 無回答
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90.5 

100.0 

88.0 

100.0 

90.9 

100.0 

100.0 

100.0 

7.1 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

2.4 

0.0 

12.0 

0.0 

9.1 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=42)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=25)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=11)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=4)

その他
(n=7)

(%)
0 20 40 60 80 100

【業種別】 

 

業種別にみると、すべての業種で「使用（接続）している」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

94.1

62.0

2.2

4.7

2.2

29.3

1.5

4.0
(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=135）

２０１２年度調査
（n=150）

使用（接続）している 一部使用（接続）している

使用（接続）していない 無回答
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100.0 

20.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

0 20 40 60 80 100

２０２５年度調査(n=5)

２０２０年度調査(n=3)

合併処理浄化槽を使用しているから

建築物を近いうちに取り壊す予定があるから

工事資金が高いため（資金調達が困難）

接続する必要性を感じないから

下水道接続工事をすると
建築物に損害が出るおそれがあるから

土地の形状等により接続工事ができないから

建物を長い間使用しておらず汚水が出ないから

その他

無回答

(%)

問７－１で「３」と回答された事業所のみお答えください。 

問７－２ 使用（接続）していない理由をお答えください。《〇はいくつでも》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用（接続）していない理由について、「合併処理浄化槽を使用しているから」（100.0％）、「建築

物を近いうちに取り壊す予定があるから」（20.0％）となっている。 

経年比較すると、「合併処理浄化槽を使用しているから」との回答は、2020 年度調査（３事業所）

は選択していなかったが、2025年度調査（５事業所）ではすべてが選択している。 
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42.2

52.0

57.2

47.0

0.6

1.0

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=100）

知っている 知らない 無回答

42.2

52.0

57.2

47.0

0.6

1.0

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=100）

知っている 知らない 無回答

37.3 

42.2 

52.0 

61.3 

57.2 

47.0 

1.4 

0.6 

1.0 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

２０１２年度調査
(n=100)

(%)
0 20 40 60 80 100

59.6 

41.7 

15.8 

40.0 

21.4 

0.0 

37.5 

27.3 

40.4 

50.0 

84.2 

60.0 

78.6 

100.0 

62.5 

63.6 

0.0 

8.3 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

9.1 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

全員にお尋ねします。 

問８ 下水道法における「特定施設」という施設を知っていますか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「特定施設」の認知度について、「知っている」（37.3％）、「知らない」（61.3％）となっている。 

経年比較すると、「知らない」との回答は年々増加傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

【業種別】 

 

業種別にみると、「知っている」との回答は製造業で約６割と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※特定施設 人の健康及び生活環境に被害を生ずる恐れのある物質を含む汚水または廃液を流

す施設として、水質汚濁防止法施行令及びダイオキシン類対策特別措置法で定めら

れた施設。特定施設を有する事業場を「特定事業場」とし、一般の事業場と区別し

規制を行っています。 
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3.5 

0.6 

1.3 

9.2 

9.2 

2.0 

2.8 

5.2 

6.0 

22.5 

31.2 

23.3 

17.6 

13.3 

25.3 

12.7 

10.4 

17.3 

5.6 

7.5 

9.3 

24.6 

17.9 

0.0 

1.4 

4.6 

15.3 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

２０１２年度調査
(n=150)

(%)
0 20 40 60 80 100

４ 水道料金・下水道使用料について 

問９ 貴事業所に設置されている水道メーターの口径をお答えください。なお、水道の契約が複数あ

る場合は、代表的なものをご記入ください。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道メーターの口径について、「40㎜」との回答が 22.5％と高く、次いで「50㎜」（17.6％）、「75

㎜」（12.7％）などの順となっている。また、「わからない」との回答は 24.6％となっている。 

経年比較すると、「40㎜」との回答は 2012年度調査から 2020年度調査にかけて増加傾向であった

が、2025年度調査では減少傾向となっている。 

 

  

0.6

1.3

9.2

2.0

5.2

6.0

31.2

23.3

13.3

25.3

10.4

17.3

7.5

9.3

17.9 4.6

15.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

１３ｍｍ ２０ｍｍ ２５ｍｍ ４０ｍｍ

５０ｍｍ ７５ｍｍ １００ｍｍ以上 わからない

無回答

※「わからない」は前回調査なし

※「わからない」は、2012 年度調査にはない 
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1.9 

25.0 

2.6 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

11.5 

58.3 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

7.7 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

25.0 

8.3 

28.9 

0.0 

42.9 

0.0 

12.5 

0.0 

11.5 

0.0 

34.2 

20.0 

14.3 

0.0 

12.5 

18.2 

9.6 

0.0 

13.2 

0.0 

7.1 

0.0 

37.5 

36.4 

5.8 

0.0 

2.6 

40.0 

7.1 

0.0 0.0 

9.1 

25.0 

8.3 

18.4 

40.0 

28.6 

100.0 

25.0 

36.4 

1.9 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

12.5 

0.0 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

【業種別】 

 

業種別にみると、「75 ㎜」以上の大口径は、製造業、医療・福祉、サービス業で１割台半ばと高く

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.6

1.3

9.2

2.0

5.2

6.0

31.2

23.3

13.3

25.3

10.4

17.3

7.5

9.3

17.9 4.6

15.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

１３ｍｍ ２０ｍｍ ２５ｍｍ ４０ｍｍ

５０ｍｍ ７５ｍｍ １００ｍｍ以上 わからない

無回答

※「わからない」は前回調査なし



 

23 

 

20.8

9.3

18.5

12.7

19.1

29.3

8.7

14.0

6.4

8.7

11.6

12.0

15.0

14.0

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

０～４９９㎥
５００～

９９９㎥

１０００～

１９９９㎥

２０００～

２９９９㎥
３０００～

４９９９㎥
５０００㎥～ 無回答

12.0 

20.8 

9.3 

13.4 

18.5 

12.7 

33.1 

19.1 

29.3 

12.0 

8.7 

14.0 

10.6 

6.4 

8.7 

7.0 

11.6 

12.0 

12.0 

15.0 

14.0 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

２０１２年度調査
(n=150)

(%)
0 20 40 60 80 100

問１０ 水道メーターの検針は２か月ごとに行っています。貴事業所の最近２か月（１期分）の水道

使用水量は何㎥くらいですか。 

 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近２か月の水道使用水量について、「1000～1999㎥」との回答が 33.1％と最も高く、次いで「500

～999㎥」（13.4％）、「0～499㎥」、「2000～2999㎥」（ともに 12.0％）などの順となっている。 

経年比較すると、「1000～1999㎥」との回答は 2012年度調査から 2020年度調査にかけて減少傾向

であったが、2025年度調査では増加傾向となっている。一方、「5000㎥～」との回答は年々減少傾向

となっている。 
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20.8

9.3

18.5

12.7

19.1

29.3

8.7

14.0

6.4

8.7

11.6

12.0

15.0

14.0

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

０～４９９㎥
５００～

９９９㎥

１０００～

１９９９㎥

２０００～

２９９９㎥
３０００～

４９９９㎥
５０００㎥～ 無回答

5.8 

100.0 

0.0 0.0 

14.3 

0.0 0.0 0.0 

19.2 

0.0 

7.9 

20.0 

7.1 

50.0 

0.0 

27.3 

38.5 

0.0 

39.5 

0.0 

35.7 

0.0 

62.5 

18.2 

11.5 

0.0 

15.8 

20.0 

14.3 

0.0 0.0 

18.2 

7.7 

0.0 

15.8 

0.0 

14.3 

0.0 

12.5 

18.2 

9.6 

0.0 

5.3 

20.0 

7.1 

0.0 0.0 

9.1 

7.7 

0.0 

15.8 

40.0 

7.1 

50.0 

25.0 

9.1 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

【業種別】 

 

業種別にみると、「1000～1999㎥」との回答は製造業、医療・福祉で約４割と高くなっている。 
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1.7

39.9

32.7

31.2

47.3

27.2

17.3 2.7

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=150）

安いと思う 妥当な水準だと思う 高いと思う

特に意識したことはない 無回答

1.4 

1.7 

0.0 

45.1 

39.9 

32.7 

30.3 

31.2 

47.3 

21.8 

27.2 

17.3 

1.4 

0.0 

2.7 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

２０１２年度調査
(n=150)

(%)
0 20 40 60 80 100

問１１ 福山市では、水道料金・下水道使用料を２か月に１回、請求しています。貴事業所は水道

料金・下水道使用料について、どのように感じていますか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道料金・下水道使用料に感じていることについて、「妥当な水準だと思う」との回答が 45.1％と

最も高く、次いで「高いと思う」（30.3％）、「特に意識したことはない」（21.8％）などの順となって

いる。 

経年比較すると、「妥当な水準だと思う」との回答は年々増加傾向となっている。 

  

※2012 年度調査は、「安いと思う」の回答なし 
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1.7

39.9

32.7

31.2

47.3

27.2

17.3 2.7

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=150）

安いと思う 妥当な水準だと思う 高いと思う

特に意識したことはない 無回答

1.7

39.9

32.7

31.2

47.3

27.2

17.3 2.7

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査

（n=173）

２０１２年度調査

（n=150）

安いと思う 妥当な水準だと思う 高いと思う

特に意識したことはない 無回答

1.9 

0.0 0.0 0.0 

7.1 

0.0 0.0 0.0 

42.3 

50.0 

42.1 

80.0 

50.0 

0.0 

37.5 

54.5 

34.6 

16.7 

36.8 

0.0 

21.4 

100.0 

12.5 

27.3 

21.2 

25.0 

18.4 

20.0 

21.4 

0.0 

50.0 

18.2 

0.0 

8.3 

2.6 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

5.9 

0.0 

2.1 

0.0 0.0 0.0 

52.9 

42.1 

40.4 

47.1 

53.3 

70.0 

17.6 

36.8 

34.0 

29.4 

26.7 

10.0 

17.6 

21.1 

23.4 

23.5 

20.0 

20.0 

5.9 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

０～４９９㎥
(n=17)

５００～９９９㎥
(n=19)

１０００～１９９９㎥
(n=47)

２０００～２９９９㎥
(n=17)

３０００～４９９９㎥
(n=15)

５０００㎥～
(n=10)

(%)
0 20 40 60 80 100

【業種別】 

 

業種別にみると、「妥当な水準だと思う」との回答は建設業、サービス業で５割と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【使用水量別】 

 

使用水量別にみると、「妥当な水準だと思う」との回答は 5000㎥～で７割、「高いと思う」との回

答は 500～999㎥、1000～1999㎥で３割台半ばと高くなっている。 
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32.6 

20.9 

18.6 

11.6 

7.0 

25.6 

0.0 

25.9 

37.0 

22.2 

3.7 

33.3 

9.3 

3.7 

25.4 

39.4 

22.5 

0.0 

15.5 

8.5 

1.4 

0 10 20 30 40 50

２０２５年度調査(n=43)

２０２０年度調査(n=54)

２０１２年度調査(n=71)

現在の上下水道サービス（水道水の水質など）に
対して、水道料金・下水道使用料が高く思えるから

上下水道局の経営努力でもっと安くなると思うから

電気やガスなど他の公共料金と
くらべて高く思えるから

水は豊富にあり、水の供給に対し
お金を払うことに抵抗を感じるから

以前にもっと安い所に住んでいたから
（他都市の水道料金・下水道使用料と

くらべて高く思えるから）

その他

無回答

(%)

問１１で「３」と回答した事業所のみお答えください。 

問１１－１ 水道料金・下水道使用料が高いと思う理由は何ですか。《〇は３つまで》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道料金・下水道使用料が高いと思う理由について、「現在の上下水道サービス（水道水の水質な

ど）に対して、水道料金・下水道使用料が高く思えるから」との回答が 32.6％と最も高く、次いで

「上下水道局の経営努力でもっと安くなると思うから」（20.9％）、「電気やガスなど他の公共料金と

くらべて高く思えるから」（18.6％）などの順となっている。 

経年比較すると、「現在の上下水道サービス（水道水の水質など）に対して、水道料金・下水道使

用料が高く思えるから」との回答は年々増加傾向となっている。 

 

【その他意見（抜粋）】 

 

●使用量が多いため高く感じる。 

●水道水の使用料が増加している為。 

 

 

  

※2025 年度調査の「以前にもっと安い所に住んでいたから（他都市の水道料金・下水道使

用料とくらべて高思えるから）」は、2012 年度調査、2020 年度調査では、「他都市の水

道料金・下水道使用料とくらべて高く思えるから」という表記になっている。 
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38.7 

0.0 

2.8 

4.6 

3.5 

15.6 

33.1 

43.9 

5.6 

5.2 

15.5 

22.0 

0.0 

5.2 

0.7 

3.5 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

現行と同程度にしてほしい

現行より単価の差を大きくしてほしい（使用水量の多いお客さまの単価を上げ、

使用水量の少ないお客さまの単価を下げる）

現行より単価の差を小さくしてほしい（使用水量の多いお客さまの単価を下げ、

使用水量の少ないお客さまの単価を上げる）

一定以上の水量を使用する場合は、別に安い単価を設定してほしい

使用水量に関わらず単価を同じにしてほしい

わからない

その他

無回答

2025年度調査 2020年度調査

現行と同程度にしてほしい ⇔ 選択肢なし

現行より単価の差を大きくしてほしい（使用水
量の多いお客さまの単価を上げ、使用水量の少
ないお客さまの単価を下げる）

⇔ 最高単価と最低単価の差を大きくしてほしい

現行より単価の差を小さくしてほしい（使用水
量の多いお客さまの単価を下げ、使用水量の少
ないお客さまの単価を上げる）

⇔
最高単価（水道料金２３５円、下水道使用料は
２６７円）と最低単価（水道料金、下水道使用
料ともに２０円）の差を小さくしてほしい

全員にお尋ねします。 

問１２ 水道料金・下水道使用料は、使用水量が多くなればなるほど１㎥あたりの単価が高くなるよ

うな仕組み（逓増制）となっています。主に店舗や工場などの大口使用者の水需要の抑制、

一般家庭などの小口使用者への料金負担を抑えるために導入したものです。現在の従量料

金・従量使用料の単価について望ましいと思うものはなんですか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従量料金・従量使用料の単価について、「現行と同程度にしてほしい」との回答が 38.7％と最も高

く、次いで「一定以上の水量を使用する場合は、別に安い単価を設定してほしい」（33.1％）、「使用

水量に関わらず単価を同じにしてほしい」（5.6％）などの順となっている。 

 

  

※2020 年度調査と選択肢の内容がやや異なるため、以下のように対応している。 

※2025 年度調査は、「その他」の回答なし 
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36.5 

75.0 

36.8 

40.0 

28.6 

0.0 

50.0 

27.3 

0.0 0.0 

2.6 

20.0 

7.1 

0.0 0.0 

9.1 

5.8 

8.3 

2.6 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

46.2 

0.0 

26.3 

20.0 

42.9 

50.0 

12.5 

36.4 

3.8 

16.7 

5.3 

0.0 0.0 0.0 0.0 

18.2 

7.7 

0.0 

23.7 

20.0 

21.4 

50.0 

37.5 

9.1 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

2.6 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

現行と同程度にしてほしい

現行より単価の差を大きくしてほしい（使用水量の多いお客さまの単価を上げ、

使用水量の少ないお客さまの単価を下げる）

現行より単価の差を小さくしてほしい（使用水量の多いお客さまの単価を下げ、

使用水量の少ないお客さまの単価を上げる）

一定以上の水量を使用する場合は、別に安い単価を設定してほしい

使用水量に関わらず単価を同じにしてほしい

わからない

その他

無回答

【業種別】 

 

業種別にみると、「現行と同程度にしてほしい」との回答は建設業で７割台半ばと高くなっている。 
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76.5 

26.3 

40.4 

29.4 

20.0 

70.0 

0.0 0.0 

2.1 

11.8 

0.0 0.0 

5.9 

0.0 

2.1 

0.0 

6.7 

0.0 0.0 

36.8 

36.2 

41.2 

60.0 

10.0 

11.8 

10.5 

4.3 

0.0 

6.7 

10.0 

5.9 

26.3 

12.8 

17.6 

6.7 

10.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

2.1 

0.0 0.0 0.0 

０～４９９㎥
(n=17)

５００～９９９㎥
(n=19)

１０００～１９９９㎥
(n=47)

２０００～２９９９㎥
(n=17)

３０００～４９９９㎥
(n=15)

５０００㎥～
(n=10)

(%)
0 20 40 60 80 100

現行と同程度にしてほしい

現行より単価の差を大きくしてほしい（使用水量の多いお客さまの単価を上げ、

使用水量の少ないお客さまの単価を下げる）

現行より単価の差を小さくしてほしい（使用水量の多いお客さまの単価を下げ、

使用水量の少ないお客さまの単価を上げる）

一定以上の水量を使用する場合は、別に安い単価を設定してほしい

使用水量に関わらず単価を同じにしてほしい

わからない

その他

無回答

【使用水量別】 

 

使用水量別にみると、「現行と同程度にしてほしい」との回答は 0～499㎥で７割台半ば、「一定以

上の水量を使用する場合は、別に安い単価を設定してほしい」との回答は 3000～4999㎥で６割と高

くなっている。 
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59.9 

56.6 

9.9 

12.7 

11.3 

11.6 

19.0 

19.1 

0.0 0.0 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

71.2 

58.3 

55.3 

60.0 

50.0 

50.0 

50.0 

45.5 

7.7 

25.0 

7.9 

20.0 

0.0 0.0 

12.5 

18.2 

5.8 

16.7 

10.5 

20.0 

21.4 

0.0 

12.5 

18.2 

15.4 

0.0 

26.3 

0.0 

28.6 

50.0 

25.0 

18.2 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

問１３ 全国の多くの水道事業体では、水道メーターの口径が大きいほど基本料金が高くなるよう

に設定した「口径別料金体系」を採用しています。 

一方、福山市では、現在、水道メーターの大小に関わらず基本料金が同額になる料金体系

を採用しています。このような福山市の料金体系についてどのように感じますか。 

《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福山市の料金体系について、「今のままでよい」との回答が 59.9％と最も高く、次いで「どちらで

もよい」（11.3％）、「口径別料金体系の方がよい」（9.9％）などの順となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると、「今のままでよい」との回答は製造業で７割超と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

56.6 12.7 11.6 19.1 

0.0 

今のままでよい 口径別料金体系の方がよい どちらでもよい

わからない 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

56.6 12.7 11.6 19.1 

0.0 

今のままでよい 口径別料金体系の方がよい どちらでもよい

わからない 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100
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58.8 

57.9 

61.7 

52.9 

80.0 

70.0 

23.5 

10.5 

8.5 

5.9 

13.3 

0.0 

17.6 

10.5 

12.8 

11.8 

0.0 0.0 0.0 

21.1 

17.0 

29.4 

6.7 

30.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

０～４９９㎥
(n=17)

５００～９９９㎥
(n=19)

１０００～１９９９㎥
(n=47)

２０００～２９９９㎥
(n=17)

３０００～４９９９㎥
(n=15)

５０００㎥～
(n=10)

(%)
0 20 40 60 80 100

【使用水量別】 

 

使用水量別にみると、「口径別料金体系の方がよい」との回答は 0～499㎥で２割台半ばと高くな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

56.6 12.7 11.6 19.1 

0.0 

今のままでよい 口径別料金体系の方がよい どちらでもよい

わからない 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100
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63.5 

65.3 

32.9 

30.6 

3.5 

2.0 

0.0 

2.0 

２０２５度年調査
(n=85)

２０２０年度調査
(n=98)

(%)
0 20 40 60 80 100

特に不満に思うことはないから
水道メーターの口径が大きいため、

料金が高くなる可能性があるから

その他 無回答

問１３で「１」と回答した事業所のみお答えください。 

問１３－１ 今のままでよいと思う理由は何ですか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今のままでよいと思う理由について、「特に不満に思うことはないから」（63.5％）、「水道メーター

の口径が大きいため、料金が高くなる可能性があるから」（32.9％）となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

 

【その他意見（抜粋）】 

 

●妥当性が不明。 

●75㎜と小さい口径を単純に面積で比較した場合、口径別では割高感があるので事業所としては現

状がよい。 

●使用水量が多ければ料金は高くなるので問題ない。 
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72.7 13.6 4.5 9.1 全体
(n=22)

(%)
0 20 40 60 80 100

多くの水道事業体で採用されているから

その他 無回答

水道メーターの口径が大きい使用者が

多くの料金を負担すべきだと思うから

57.1 

72.7 

42.9 

13.6 

0.0 

4.5 

0.0 

9.1 

２０２５年度調査
(n=14)

２０２０年度調査
(n=22)

(%)
0 20 40 60 80 100

問１３で「２」と回答した事業所のみお答えください。 

問１３－２ 口径別料金体系の方がよいと思う理由は何ですか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口径別料金体系の方がよいと思う理由について、「水道メーターの口径が大きい使用者が多くの料

金を負担すべきだと思うから」（57.1％）、「多くの水道事業体で採用されているから」（42.9％）とな

っている。 

経年比較すると、「多くの水道事業体で採用されているから」との回答は 2025 年度調査で 42.9％

となっており、2020年度調査の 13.6％よりも、29.3 ポイント増加している。 

 

 

  

※2025 年度調査は、「その他」の回答なし 
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86.6 

86.7 

7.7 

9.8 

0.0 0.0 

3.5 

2.3 

2.1 

1.2 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

口座振替 納付制（金融機関やコンビニエンス

ストアで支払う方法）

納付制（スマホ決済） その他

無回答

86.6 

86.7 

7.7 

9.8 

0.0 0.0 

3.5 

2.3 

2.1 

1.2 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

口座振替 納付制（金融機関やコンビニエンス

ストアで支払う方法）

納付制（スマホ決済） その他

無回答

全員にお尋ねします。 

問１４ 貴事業所の水道料金・下水道使用料のお支払方法をお答えください。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道料金・下水道使用料の支払方法について、「口座振替」（86.6％）、「納付制（金融機関やコンビ

ニエンスストアで支払う方法）」（7.7％）となっている。 

経年比較すると、大きな差はみられない。 

 

【その他意見（抜粋）】 

 

●業者で一括清算している。 

●東京本社で支払いのためわかりません。 

 

 

問１５ 水道料金・下水道使用料の支払方法として希望するものがあれば記入してください。 

《自由記入》 

 

水道料金・下水道使用料の支払方法についての主な希望 

 

●クレジットカード決済（４件） 

 

  

※2025 年度調査は、「納付制（スマホ決済）」の回答なし 

※「納付制（スマホ決済）」は、2020 年度調査にはない 
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65.3 34.1 0.6 

知っている 知らない 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

65.3 34.1 0.6 

知っている 知らない 無回答

全体
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

78.9 

65.3 

21.1 

34.1 

0.0 

0.6 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

84.6 

91.7 

76.3 

100.0 

57.1 

100.0 

87.5 

54.5 

15.4 

8.3 

23.7 

0.0 

42.9 

0.0 

12.5 

45.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

５ 施設の老朽化・更新について 

問１６ 水道施設や下水道施設の多くが老朽化の進行により更新時期を迎えていることをご存じで

すか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道施設や下水道施設が老朽化の進行により更新時期を迎えることについて、「知っている」

（78.9％）、「知らない」（21.1％）となっている。 

経年比較すると、「知っている」との回答は 2025年度調査で 78.9％となっており、2020年度調査

の 65.3％よりも、13.6ポイント増加している。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると、「知っている」との回答は建設業で９割超と高くなっている。 
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50.7 37.3 9.2 

2.8 

0.0 0.0 

２０２５年度調査
(n=142)

(%)
0 20 40 60 80 100

事故等を未然に防ぐよう、

万全の対策を講じてほしい

事故等が発生した場合でも、

日常生活に影響が出ないよう、

早急に復旧する体制を構築してほしい

地震等災害時には、ある程度断水するのは

仕方がないので、応急給水や避難所での

給水に力を入れてほしい

わからない

その他 無回答

問１７ 水道管の老朽化や地震等の災害に起因する漏水や断水など日常生活に影響を及ぼすリスク

についてどう思いますか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活に影響を及ぼすリスクについて、「事故等を未然に防ぐよう、万全の対策を講じてほしい」

との回答が 50.7％と最も高く、次いで「事故等が発生した場合でも、日常生活に影響が出ないよう、

早急に復旧する体制を構築してほしい」（37.3％）、「地震等災害時には、ある程度断水するのは仕方

がないので、応急給水や避難所での給水に力を入れてほしい」（9.2％）などの順となっている。 

 

  

※2025 年度調査は、「その他」の回答なし 
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55.8 

41.7 

42.1 

40.0 

64.3 

100.0 

50.0 

45.5 

36.5 

41.7 

44.7 

60.0 

14.3 

0.0 

25.0 

45.5 

3.8 

16.7 

7.9 

0.0 

21.4 

0.0 

25.0 

9.1 

3.8 

0.0 

5.3 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

事故等を未然に防ぐよう、

万全の対策を講じてほしい

事故等が発生した場合でも、

日常生活に影響が出ないよう、

早急に復旧する体制を構築してほしい

地震等災害時には、ある程度断水するのは

仕方がないので、応急給水や避難所での

給水に力を入れてほしい

わからない

その他 無回答

【業種別】 

 

業種別にみると、「事故等を未然に防ぐよう、万全の対策を講じてほしい」との回答はサービス業

で６割台半ばと高くなっている。 
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40.8 

45.7 

16.2 

4.0 

12.7 

23.7 

22.5 

15.0 

7.7 

10.4 

0.0 

1.2 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

料金（使用料）を値上げしてでも、

施設の更新・耐震化を積極的に進めてほしい

料金（使用料）の値上げは行わず、

施設の更新・耐震化のペースを

遅らせてほしい

料金（使用料）の値上げは行わず、借入金を

増やして（子や孫世代への負担を先送りし）、

施設の更新・耐震化を積極的に進めてほしい

わからない

その他 無回答

2025年度調査 2020年度調査

料金（使用料）を値上げしてでも、施設の更
新・耐震化を積極的に進めてほしい

⇔ 料金の値上げはやむを得ない

料金（使用料）の値上げは行わず、施設の更

新・耐震化のペースを遅らせてほしい
⇔

更新・耐震化を遅らせることで、料金の値上げ

幅を小さくしてほしい

料金（使用料）の値上げは行わず、借入金を増
やして（子や孫世代へ負担を先送りし）、施設

の更新・耐震化を進めてほしい

⇔
借入金を増やしてでも、料金の値上げ幅を小さ

くしてほしい

問１８ 水道水の安定供給や適切な汚水処理を行うためには、今後（管・建物等）の更新・耐震化に

多額の費用が必要になりますが、料金（使用料）とのバランスはどう思いますか。 

《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新・耐震化と料金のバランスについて、「料金（使用料）を値上げしてでも、施設の更新・耐震

化を積極的に進めてほしい」との回答が 40.8％と最も高く、次いで「料金（使用料）の値上げは行

わず、施設の更新・耐震化のペースを遅らせてほしい」（16.2％）、「料金（使用料）の値上げは行わ

ず、借入金を増やして（子や孫世代への負担を先送りし）、施設の更新・耐震化を積極的に進めてほ

しい」（12.7％）などの順となっている。また、「わからない」との回答は 22.5％となっている。 

経年比較すると、「料金（使用料）の値上げは行わず、施設の更新・耐震化のペースを遅らせてほし

い」との回答は 2025 年度調査で 16.2％となっており、2020 年度調査の 4.0％よりも、12.2 ポイン

ト増加している。 

 

  

※2020 年度調査と選択肢の内容がやや異なるため、以下のように対応している。 
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46.2 

66.7 

31.6 

40.0 

28.6 

0.0 

50.0 

36.4 

13.5 

0.0 

18.4 

40.0 

21.4 

0.0 

12.5 

27.3 

13.5 

8.3 

10.5 

0.0 

21.4 

50.0 

0.0 

18.2 

23.1 

16.7 

28.9 

20.0 

14.3 

50.0 

25.0 

9.1 

3.8 

8.3 

10.5 

0.0 

14.3 

0.0 

12.5 

9.1 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

料金（使用料）を値上げしてでも、

施設の更新・耐震化を積極的に進めてほしい

料金（使用料）の値上げは行わず、

施設の更新・耐震化のペースを

遅らせてほしい

料金（使用料）の値上げは行わず、借入金を

増やして（子や孫世代への負担を先送りし）、

施設の更新・耐震化を積極的に進めてほしい

わからない

その他 無回答

【業種別】 

 

業種別にみると、「料金（使用料）を値上げしてでも、施設の更新・耐震化を積極的に進めてほし

い」との回答は建設業で６割台半ばと高くなっている。 
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58.8 

57.9 

36.2 

35.3 

33.3 

50.0 

17.6 

10.5 

19.1 

17.6 

0.0 

30.0 

5.9 

10.5 

12.8 

11.8 

40.0 

0.0 

11.8 

15.8 

27.7 

17.6 

13.3 

10.0 

5.9 

5.3 

4.3 

17.6 

13.3 

10.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

０～４９９㎥
(n=17)

５００～９９９㎥
(n=19)

１０００～１９９９㎥
(n=47)

２０００～２９９９㎥
(n=17)

３０００～４９９９㎥
(n=15)

５０００㎥～
(n=10)

(%)
0 20 40 60 80 100

料金（使用料）を値上げしてでも、

施設の更新・耐震化を積極的に進めてほしい

料金（使用料）の値上げは行わず、

施設の更新・耐震化のペースを

遅らせてほしい

料金（使用料）の値上げは行わず、借入金を

増やして（子や孫世代への負担を先送りし）、

施設の更新・耐震化を積極的に進めてほしい

わからない

その他 無回答

【使用水量別】 

 

使用水量別にみると、「料金（使用料）を値上げしてでも、施設の更新・耐震化を積極的に進めて

ほしい」との回答は 0～499㎥、500～999㎥で約６割と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他意見（抜粋）】 

 

●国から補助金をもらうなり、税収入から予算を取り市民の負担をへらす。 

●市の一般財源から繰り入れて、施設維持を行うべき。 

●現状の水道料金で、施設の更新、耐震化が出来ないのでしょうか。 
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16.7 16.7 22.2 5.6 22.2 5.6 11.1

(%)
0 20 40 60 80 100

問１９ 本市の水道事業は、人口減少や節水による水需要の低迷、物価や電気料金の高騰による費用

の増加などから、収支の悪化も懸念される状況です。そういった中でもライフラインとして

施設の耐震化や老朽化対策も継続していく必要があります。 

そこで、さらなる経営の効率化に努めるとともに、「適正な水道料金」について検討を進める

ため、『福山市上下水道事業経営審議会』において、現行料金の改定も見据えた議論を開始し

ます。審議会での議論を進めるに当たり、水道料金に対するご意見・ご要望がありましたら

自由にご記入ください。《自由記入》 

 

回答数 25件 うち有効回答数 18件 

 

意見の傾向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見の概要（いただいた意見を一部抜粋の上、記載しています。） 

分類 意見の例 

①値上げもやむを得ない ・ライフラインとして水道事業は重要だが市財政収支の悪化は絶対ダ

メ。必要な費用は料金に上乗せすべき。（その他(廃棄物処理)） 

・老朽化の上下水道管を早急に、耐震管に整備してほしい。水道料金の

値上げは、しかたないと思う。（建設業） 

②条件付きで 

値上げを容認する 

・更新、耐震化に費用が掛かるのは仕方ないが、水道料金の値上げのみ

で補うのはやめてほしい。（製造業） 

・各市町村によって料金はさまざま…。福山市は特に高いとは思わない。

多少上乗せしてでも老朽化対策をするべき。又、水道の通っていない

地域にも配慮するべき。（その他(誤楽施設)） 

・防災の観点からのコストも考えて料金設定してほしい。（サービス業） 

③どちらかといえば 

値上げを容認する 

・他の市町村と比べ極端な価格でない様にして欲しい。（製造業） 

・多少の値上げは仕方ないが電気やガソリンのようにあげられすぎると

苦しい。（医療・福祉） 

・効率良く、安く改修できる方法を検討してほしい。（医療・福祉） 

・組織に属する立場としては、水道の逓増制、口径別料金体制など大口

利用者としての負担増を受け入れることは厳しい。しかし個人の立場

としては、財源に余裕のある企業体が負担することに異論はありませ

ん。（サービス業） 

値上げもやむを得ない 条件付きで値上げを容認する

どちらかといえば値上げを容認する

どちらかといえば値上げすべきでない

値上げすべきでない

値下げすべき

①

③

⑤

②

④

⑥

その他⑦

④ ① ② ③ ⑤ ⑥ ⑦ 
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④値上げすべきでない ・ライフラインの確保は、国の責任のもと行われるべきだと思う。生活

する上で必要なこと、ものの値上はあってはならない。国と戦って下

さい。（サービス業） 

⑤どちらかといえば 

値上げすべきでない 

・人口減少による収入減は確実であり、いっそうの経営効率化は必然的

である。踏み込んだ議論を進めて欲しい。（医療・福祉） 

・値上げ改定ありきの議論ではなく、実施可能な最大の努力をして頂き、

現状の福山市の素晴らしい料金体系の維持を期待しています。（医療・

福祉） 

・水道料金、高いです。（製造業） 

・適正な水道料金＝値上げのイメージですが、可能な限り現行の単価で

の改修工事を行っていただきたい。（製造業） 

⑥値下げすべき ・現行料金の改定も見据えられるのであれば、値上げではなく、値下げ

の方でお願いしたいです。（その他(宿泊業)） 
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45.8 

42.3 

29.6 

23.2 

16.2 

14.1 

14.1 

13.4 

12.0 

3.5 

15.5 

7.7 

43.9 

49.1 

41.6 

17.9 

9.2 

15.6 

11.0 

6.4 

22.5 

4.0 

0 20 40 60

２０２５年度調査(n=142)

２０２０年度調査(n=173)

水道管・下水道管を耐震化していること

給水車を保有していること

浄水場や雨水ポンプ場などの
施設を耐震化していること

大雨による浸水被害を軽減するため、
雨水ポンプ場、雨水幹線を整備していること

他市などと災害時応援協定を締結していること

災害に備えて、局職員・関係団体などが
定期的に訓練していること

広域避難場所にマンホールトイレが
設置できるよう整備していること

応急給水活動に備え、仮設水槽を保有していること

配水池に緊急遮断弁を設置していること

大雨による浸水被害を軽減するため、
止水板の設置等に必要な経費の一部を

補助する制度を設けていること

知っているものはない

無回答

(%)

※２０２０年度調査なし

※２０２０年度調査なし

６ 災害への備えについて 

問２０ 上下水道局では、万一の災害に備えて、様々な対策や取組を行っています。上下水道局が行 

っている対策や取組で、貴事業所が知っているものをお答えください。《〇はいくつでも》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上下水道局が行っている対策や取組で知っているものについて、「水道管・下水道管を耐震化して

いること」との回答が 45.8％と最も高く、次いで「給水車を保有していること」（42.3％）、「浄水場

や雨水ポンプ場などの施設を耐震化していること」（29.6％）などの順となっている。また、「知って

いるものはない」との回答は 15.5％となっている。 

経年比較すると、「浄水場や雨水ポンプ場などの施設を耐震化していること」との回答は 2025 年

度調査で 29.6％となっており、2020年度調査の 41.6％よりも、12.0ポイント減少している。 
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49.3 

33.1 

28.9 

2.8 

0.7 

12.0 

6.3 

2.8 

0 20 40 60

ホームページ（福山市上下水道局）

広報ふくやま（市の広報誌）

検針時に各ご家庭に配布する
「使用水量・料金等のお知らせ」

入手する場所がわからないため、入手していない

必要ないため、入手していない

パネル展示など上下水道局のイベント

YouTube（福山市上下水道局公式チャンネル）

無回答

(%)
(n=142)

（％）

n

数

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
（

福
山
市
上

下

水
道
局
）

広

報
ふ
く
や
ま
（

市
の
広
報

誌
）

検

針
時
に
各
ご
家

庭
に
配
布

す

る
「

使
用
水
量

・
料
金
等

の

お
知
ら
せ
」

パ

ネ
ル
展
示
な
ど

上
下
水
道

局

の
イ
ベ
ン
ト

Y

o
u
T
u
b
e
（

福
山
市

上

下
水
道
局
公
式

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

入

手
す
る
場
所
が

わ
か
ら
な

い

た
め
、

入
手
し

て
い
な
い

必

要
な
い
た
め
、

入
手
し
て

い

な
い

無

回
答

142 49.3 33.1 28.9 2.8 0.7 12.0 6.3 2.8

製造業 52 51.9 23.1 25.0 1.9 - 11.5 3.8 5.8

建設業 12 75.0 33.3 25.0 8.3 8.3 8.3 - -

医療・福祉 38 42.1 44.7 36.8 - - 13.2 5.3 2.6

卸売・小売業 5 60.0 40.0 20.0 - - - - -

サービス業 14 35.7 28.6 21.4 - - 28.6 14.3 -

運輸・通信業 2 - - 50.0 - - - 50.0 -

公共機関（医療・福祉を除く） 8 62.5 50.0 50.0 25.0 - - - -

その他 11 45.5 36.4 18.2 - - 9.1 18.2 -

１位 ２位 ３位

全　体

業
種
別

７ 情報発信について 

問２１ 福山の水道・下水道に関する情報をどのように収集されていますか。《〇はいくつでも》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報収集について、「ホームページ（福山市上下水道局）」との回答が 49.3％と最も高く、次いで

「広報ふくやま（市の広報誌）」（33.1％）、「検針時に各ご家庭に配布する「使用水量・料金等のお知

らせ」」（28.9％）などの順となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると、「ホームページ（福山市上下水道局）」との回答は建設業で７割台半ば、「広報ふ

くやま（市の広報誌）」との回答は医療・福祉で４割台半ば、「入手する場所がわからないため、入手

していない」との回答はサービス業で約３割と高くなっている。 
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70.4 

34.5 

32.4 

20.4 

5.6 

4.9 

1.4 

0.7 

0.7 

0.7 

0.7 

0.0 

2.1 

3.5 

0 20 40 60 80

ホームページ（福山市上下水道局）

広報ふくやま（市の広報誌）

検針時に各ご家庭に配布する
「使用水量・料金等のお知らせ」

福山市公式LINE

福山市上下水道局LINEがあれば、活用したい

YouTube（福山市上下水道局公式チャンネル）

必要ない

パネル展示など上下水道局のイベント

福山市公式Ｘ（旧Twitter）

福山市公式Facebook

福山市上下水道局Ｘ（旧Twitter）が
あれば、活用したい

福山市上下水道局Facebookがあれば、活用したい

その他

無回答

(%)

(n=142)

問２２ 今後、貴事業所は、水道・下水道に関する情報を、どのような方法で取得したいですか。 

《〇はいくつでも》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望する情報取得方法について、「ホームページ（福山市上下水道局）」との回答が 70.4％と最も

高く、次いで「広報ふくやま（市の広報誌）」（34.5％）、「検針時に各ご家庭に配布する「使用水量・

料金等のお知らせ」」（32.4％）などの順となっている。 
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（％）

n
数

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
（

福
山
市
上
下
水
道

局
）

広
報
ふ
く
や
ま
（

市
の
広
報
誌
）

検
針
時
に
各
ご
家
庭
に
配
布
す
る
「

使

用
水
量
・
料
金
等
の
お
知
ら
せ
」

福
山
市
公
式
 
L
I
N
E

福
山
市
上
下
水
道
局
 
L
I
N
E
 
が

あ
れ
ば
、

活
用
し
た
い

Y
o
u
T
u
b
e
（

福
山
市
上
下
水
道

局
公
式
チ
ャ

ン
ネ
ル
）

パ
ネ
ル
展
示
な
ど
上
下
水
道
局
の
イ
ベ

ン
ト

福
山
市
公
式
Ｘ
（

旧

T
w
i
t
t
e
r
）

福
山
市
公
式
 
F
a
c
e
b
o
o
k

福
山
市
上
下
水
道
局
Ｘ
（

旧

T
w
i
t
t
e
r
）

が
あ
れ
ば
、

活
用

し
た
い

142 70.4 34.5 32.4 20.4 5.6 4.9 1.4 0.7 0.7 0.7

製造業 52 61.5 25.0 32.7 13.5 5.8 5.8 - - - -

建設業 12 83.3 33.3 33.3 41.7 16.7 16.7 8.3 - - -

医療・福祉 38 76.3 50.0 34.2 21.1 5.3 5.3 - - 2.6 -

卸売・小売業 5 80.0 80.0 20.0 40.0 - - - - - -

サービス業 14 71.4 14.3 42.9 7.1 - - - 7.1 - -

運輸・通信業 2 - - - 100.0 - - - - - -

公共機関（医療・福祉を除く） 8 75.0 50.0 37.5 25.0 - - 12.5 - - 12.5

その他 11 81.8 27.3 18.2 18.2 9.1 - - - - -

１位 ２位 ３位

全　体

業

種
別

【業種別（上位 10位）】 

 

業種別にみると、「広報ふくやま（市の広報誌）」との回答は医療・福祉で５割、「検針時に各ご家

庭に配布する「使用水量・料金等のお知らせ」」との回答はサービス業で４割超と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２３ 広報を充実させた方がよいと思う内容（知りたい情報）があれば、お聞かせください。 

《自由記入》 

 

広報を充実させた方がよいと思う内容 

1 上水道の安全性について。（製造業） 

2 被災時対応マニュアル。（サービス業） 
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74.6 

42.3 

30.3 

18.3 

13.4 

9.2 

7.7 

5.6 

4.9 

3.5 

2.8 

2.8 

1.4 

0.7 

0.7 

4.9 

0.0 

9.2 

77.5 

34.7 

30.6 

28.3 

4.6 

6.9 

9.8 

5.8 

4.6 

6.4 

10.4 

5.8 

1.7 

2.9 

1.7 

6.9 

0.0 

4.0 

0 20 40 60 80

２０２５年度調査(n=142)

２０２０年度調査(n=173)

安定した給水

水道水の水質

水源水質の保全

水道・下水道を使っていて特に問題ないこと

水道料金・下水道使用料

下水道の整備状況

地震や渇水などの災害対策

水道・下水道施設の更新状況

浸水対策

職員の応対

道路上の漏水の応急対応など

お客さまへのサービス

水道・下水道に関する情報提供やイベント

効率的な事業運営

環境対策への取組

特になし

その他

無回答

(%)

８ 上下水道局が行っている事業・サービスについて 

問２４ 上下水道局の取組やサービスについて、満足していただいている点はどのようなことです

か。《〇はいくつでも》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足している上下水道局の取組やサービスについて、「安定した給水」との回答が 74.6％と最も高

く、次いで「水道水の水質」（42.3％）、「水源水質の保全」（30.3％）などの順となっている。 

経年比較すると、「水道・下水道を使っていて特に問題ないこと」との回答は2025年度調査で18.3％

となっており、2020年度調査の 28.3％よりも、10.0 ポイント減少している。 
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（％）

n
数

安
定
し
た
給

水

水
道
水
の
水

質

水
源
水
質
の

保
全

水
道
・
下
水

道
を
使
っ

て
い
て
特
に

問
題
な
い

こ
と

水
道
料
金
・

下
水
道
使

用
料

下
水
道
の
整

備
状
況

地
震
や
渇
水

な
ど
の
災

害
対
策

水
道
・
下
水

道
施
設
の

更
新
状
況

浸
水
対
策

職
員
の
応
対

142 74.6 42.3 30.3 18.3 13.4 9.2 7.7 5.6 4.9 3.5

製造業 52 82.7 42.3 30.8 17.3 13.5 3.8 1.9 - 1.9 3.8

建設業 12 75.0 50.0 33.3 16.7 33.3 25.0 16.7 33.3 25.0 8.3

医療・福祉 38 63.2 31.6 26.3 13.2 5.3 - 10.5 2.6 2.6 5.3

卸売・小売業 5 100.0 60.0 60.0 60.0 20.0 40.0 - 20.0 - -

サービス業 14 78.6 57.1 21.4 14.3 21.4 14.3 14.3 14.3 - -

運輸・通信業 2 50.0 - - - - - - - - -

公共機関（医療・福祉を除く） 8 75.0 62.5 62.5 37.5 25.0 37.5 - - - -

その他 11 63.6 36.4 18.2 18.2 - 9.1 18.2 - 18.2 -

１位 ２位 ３位

業
種
別

全　体

【業種別（上位 10位）】 

 

業種別にみると、すべての業種で「安定した給水」が最も高くなっている。 
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11.3 

6.3 

5.6 

5.6 

3.5 

2.8 

2.8 

2.1 

1.4 

0.7 

0.7 

0.7 

0.0 

0.0 

40.1 

0.0 

28.2 

12.7 

11.0 

2.9 

4.6 

6.9 

2.9 

10.4 

2.9 

3.5 

0.6 

2.3 

3.5 

2.9 

1.2 

52.6 

1.2 

7.5 

0 20 40 60

水道料金・下水道使用料

下水道の整備状況

水源水質の保全

水道・下水道施設の更新状況

水道水の水質

地震や渇水などの災害対策

浸水対策

水道・下水道に関する情報提供やイベント

職員の応対

安定した給水

効率的な事業運営

道路上の漏水の応急対応など

お客さまへのサービス

環境対策への取組

特になし

その他

無回答

(%)

２０２５年度調査(n=142)

２０２０年度調査(n=173)

問２５ 上下水道局の取組やサービスについて、ご不満な点はどのようなことですか。 

《〇はいくつでも》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不満な上下水道局の取組やサービスについて、「水道料金・下水道使用料」との回答が 11.3％と高

く、次いで「下水道の整備状況」（6.3％）、「水源水質の保全」、「水道・下水道施設の更新状況」（と

もに 5.6％）などの順となっている。また、「特になし」との回答は 40.1％となっている。 

経年比較すると、「特になし」との回答は 2025年度調査で 40.1％となっており、2020年度調査の

52.6％よりも、12.5ポイント減少している。 
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（％）

n
数

水
道
料
金
・

下
水
道
使

用
料

下
水
道
の
整

備
状
況

水
源
水
質
の

保
全

水
道
・
下
水

道
施
設
の

更
新
状
況

水
道
水
の
水

質

地
震
や
渇
水

な
ど
の
災

害
対
策

浸
水
対
策

水
道
・
下
水

道
に
関
す

る
情
報
提
供

や
イ
ベ
ン

ト 職
員
の
応
対

安
定
し
た
給

水

142 11.3 6.3 5.6 5.6 3.5 2.8 2.8 2.1 1.4 0.7

製造業 52 9.6 5.8 13.5 9.6 3.8 1.9 3.8 1.9 - 1.9

建設業 12 16.7 - - 8.3 8.3 - - 8.3 - -

医療・福祉 38 7.9 7.9 - 2.6 2.6 7.9 2.6 - 5.3 -

卸売・小売業 5 - - - - - - - - - -

サービス業 14 21.4 14.3 - - 7.1 - - - - -

運輸・通信業 2 100.0 - - - - - - - - -

公共機関（医療・福祉を除く） 8 - - - - - - 12.5 - - -

その他 11 9.1 9.1 9.1 9.1 - - - 9.1 - -

１位 ２位 ３位

業
種
別

全　体

【業種別（上位 10位）】 

 

業種別にみると、「水道料金・下水道使用料」との回答はサービス業で２割超、「水源水質の保全」

との回答は製造業で１割台半ばと高くなっている。 
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19.0 

23.7 

21.3 

37.3 

26.6 

37.3 

6.3 

5.2 

3.3 

1.4 

2.9 

2.0 

33.8 

36.4 

32.0 

0.7 

0.6 

2.0 

1.4 

4.6 

2.0 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

２０１２年度調査
(n=150)

(%)
0 20 40 60 80 100

良かった（満足） どちらかといえば良かった

どちらかといえば良くなかった 良くなかった（不満）

職員と応対したことがない その他

無回答

問２６ 上下水道局職員の電話や窓口等での応対について、貴事業所が実際に感じている印象（満足

度）をお答えください。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

上下水道局職員に対しての満足度について、『満足している』（「良かった（満足）」と「どちらかと

いえば良かった」を合わせた割合）（56.3％）、『不満である』（「どちらかといえば良くなかった」と

「良くなかった（不満）」を合わせた割合）（7.7％）となっている。また、「職員と応対したことがな

い」との回答は 33.8％となっている。 

経年比較すると、『満足している』との回答は 2012年度調査から 2020年度調査にかけて減少傾向

であったが、2025年度調査では増加傾向となっている。 

 

  

『満足している』 『不満である』 
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『満足している』 『不満である』 

25.0 

25.0 

10.5 

20.0 

21.4 

0.0 

25.0 

9.1 

26.9 

66.7 

34.2 

60.0 

28.6 

50.0 

50.0 

54.5 

7.7 

8.3 

7.9 

0.0 0.0 0.0 0.0 

9.1 

1.9 

0.0 

2.6 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

34.6 

0.0 

44.7 

20.0 

42.9 

50.0 

25.0 

27.3 

0.0 0.0 0.0 0.0 

7.1 

0.0 0.0 0.0 

3.8 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

良かった（満足） どちらかといえば良かった

どちらかといえば良くなかった 良くなかった（不満）

職員と応対したことがない その他

無回答

【業種別】 

 

業種別にみると、『満足している』との回答は建設業で９割超と高くなっている。 
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12.0 

17.3 

19.3 

30.3 

27.2 

56.0 

54.9 

46.2 

0.0 

0.7 

1.7 

22.0 

0.7 

2.9 

2.0 

1.4 

4.6 

0.7 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

２０１２年度調査
(n=150)

(%)
0 20 40 60 80 100

問２７ 貴事業所は、上下水道局の取組やサービスについて、全体としてどのくらい満足されていま

すか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体での上下水道局の取組やサービスの満足度について、『満足している』（「満足している」と「ど

ちらかといえば満足」を合わせた割合）（42.3％）、『不満である』（「やや不満」と「不満」を合わせ

た割合）（1.4％）となっている。また、「ふつう」との回答は 54.9％となっている。 

経年比較すると、2012年度調査と比べて、2020年度調査、2025年度調査は『不満である』との回

答が減少している。 

 

  

『満足している』 『不満である』 

17.3

19.3

27.2

56.0

46.2

1.7

22.0

2.9

2.0

4.6

0.7
(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

満足している どちらかといえば満足 ふつう

やや不満 不満 無回答

※「ふつう」は，２０１２年度調査にはない

※「ふつう」は、2012 年度調査にはない 
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13.5 

41.7 

5.3 

20.0 

14.3 

0.0 0.0 0.0 

25.0 

33.3 

31.6 

60.0 

35.7 

0.0 

37.5 

27.3 

57.7 

25.0 

60.5 

20.0 

50.0 

100.0 

62.5 

63.6 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

9.1 

0.0 0.0 

2.6 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

3.8 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

【業種別】 

 

業種別にみると、『満足している』との回答は建設業で７割台半ばと高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『満足している』 『不満である』 

17.3

19.3

27.2

56.0

46.2

1.7

22.0

2.9

2.0

4.6

0.7
(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

満足している どちらかといえば満足 ふつう

やや不満 不満 無回答

※「ふつう」は，２０１２年度調査にはない
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39.4 

51.4 

64.1 

57.7 

44.4 

31.7 

0.0 0.0 

0.7 

1.4 

2.1 

2.1 

1.4 

2.1 

1.4 

安心して飲める良質な水の供給

断水のない、水道水の安定した供給

災害に強い水道づくり

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=142)

33.8 

63.4 

65.5 

54.2 

32.4 

29.6 

4.9 

0.0 0.0 

4.9 

2.8 

3.5 

2.1 

1.4 

1.4 

公共下水道の整備

大雨などに対する浸水対策

災害に強い下水道づくり

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=142)

問２８ 上下水道局の今後の事業経営の効率的な推進にあたり、どのような事業やサービスの向上に

力を入れていくべきだと思いますか。それぞれの項目についてお答えください。 

《(１)～(１２)各項目〇は１つ》 

 

【水道】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体での上下水道局の取組やサービスの水道の項目について、「もっと力を入れていくべき」との

回答は「災害に強い水道づくり」で 64.1％と最も高く、次いで「断水のない、水道水の安定した供

給」（51.4％）、「安心して飲める良質な水の供給」（39.4％）の順となっている。 

 

【下水道】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体での上下水道局の取組やサービスの下水道の項目について、「もっと力を入れていくべき」と

の回答は「災害に強い下水道づくり」で 65.5％と最も高く、次いで「大雨などに対する浸水対策」

（63.4％）、「公共下水道の整備」（33.8％）の順となっている。 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

※『安心して飲める良質な水の供給』・『断水のない、水道水の安定した供給』は、 

「あまり重要ではない」の回答なし 

 

※『大雨などに対する浸水対策』・『災害に強い下水道づくり』は、 

「あまり重要ではない」の回答なし 
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21.1 

15.5 

40.1 

9.9 

38.0 

36.6 

57.0 

72.5 

52.1 

63.4 

48.6 

50.7 

11.3 

5.6 

0.0 

16.2 

1.4 

2.8 

9.2 

4.9 

5.6 

9.2 

9.9 

7.7 

1.4 

1.4 

2.1 

1.4 

2.1 

2.1 

上下水道サービスの向上

利用者への十分なお知らせ、情報提供

道路上での漏水など応急対応

利用者に親しみやすい上下水道づくり

持続可能な経営基盤の確立

環境に配慮した取組

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=142)

【水道・下水道】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体での上下水道局の取組やサービスの水道・下水道の項目について、「もっと力を入れていくべ

き」との回答は「道路上での漏水など応急対応」で 40.1％と最も高く、次いで「持続可能な経営基

盤の確立」（38.0％）、「環境に配慮した取組」（36.6％）などの順となっている。また、「あまり重要

ではない」との回答は「利用者に親しみやすい上下水道づくり」で 16.2％と最も高く、次いで「上

下水道サービスの向上」（11.3％）、「利用者への十分なお知らせ、情報提供」（5.6％）などの順とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

※『道路上での漏水など応急対応』は、「あまり重要ではない」の回答なし 
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39.4 

42.2 

57.3 

57.7 

49.7 

39.3 

0.0 0.0 0.0 

1.4 

1.2 

2.0 

1.4 

6.9 

1.3 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

２０１２年度調査
(n=150)

(%)
0 20 40 60 80 100

36.5 

33.3 

47.4 

40.0 

35.7 

100.0 

37.5 

27.3 

59.6 

66.7 

50.0 

60.0 

57.1 

0.0 

62.5 

72.7 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

2.6 

0.0 

7.1 

0.0 0.0 0.0 

3.8 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

（１）安心して飲める良質な水の供給 

 

 【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安心して飲める良質な水の供給について、「今のままで良い」（57.7％）が最も高く、次いで「もっ

と力を入れていくべき」（39.4％）となっている。 

経年比較すると、「今のままで良い」との回答は年々増加傾向となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると、「もっと力を入れていくべき」との回答は医療・福祉で約５割と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

※2012 年度調査・2020 年度調査・2025 年度調査は、「あまり重要ではない」の回答なし 
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51.4 

40.5 

34.0 

44.4 

54.3 

62.0 

0.0 0.0 0.0 

2.1 

0.0 

0.7 

2.1 

5.2 

3.3 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

２０１２年度調査
(n=150)

(%)
0 20 40 60 80 100

53.8 

41.7 

55.3 

60.0 

28.6 

100.0 

62.5 

45.5 

38.5 

58.3 

42.1 

40.0 

64.3 

0.0 

37.5 

54.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

1.9 

0.0 

2.6 

0.0 

7.1 

0.0 0.0 0.0 

5.8 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

（２）断水のない、水道水の安定した供給 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

断水のない、水道水の安定した供給について、「もっと力を入れていくべき」（51.4％）が最も高く、

次いで「今のままで良い」（44.4％）となっている。 

経年比較すると、「もっと力を入れていくべき」との回答は年々増加傾向となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると、「もっと力を入れていくべき」との回答は製造業、医療・福祉で５割台半ば、「今

のままで良い」との回答はサービス業で６割台半ばと高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

※2020 年度調査は、「あまり重要ではない」「わからない」の回答なし 

※2012 年度調査・2025 年度調査は、「あまり重要ではない」の回答なし 
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64.1 

60.7 

56.0 

31.7 

32.9 

37.3 

0.7 

0.6 

0.7 

2.1 

0.6 

4.0 

1.4 

5.2 

2.0 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

２０１２年度調査
(n=150)

(%)
0 20 40 60 80 100

57.7 

83.3 

68.4 

60.0 

50.0 

100.0 

62.5 

72.7 

38.5 

16.7 

28.9 

20.0 

42.9 

0.0 

37.5 

18.2 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

9.1 

0.0 0.0 

2.6 

20.0 

7.1 

0.0 0.0 0.0 

3.8 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

（３）災害に強い水道づくり 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害に強い水道づくりについて、「もっと力を入れていくべき」（64.1％）が最も高く、次いで「今

のままで良い」（31.7％）となっている。 

経年比較すると、「もっと力を入れていくべき」との回答は年々増加傾向となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると、「もっと力を入れていくべき」との回答は建設業で８割台半ばと高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答



 

61 

 

33.8 

39.3 

42.7 

54.2 

49.1 

42.7 

4.9 

1.7 

2.7 

4.9 

4.0 

8.0 

2.1 

5.8 

4.0 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

２０１２年度調査
(n=150)

(%)
0 20 40 60 80 100

30.8 

25.0 

42.1 

20.0 

28.6 

50.0 

37.5 

36.4 

55.8 

58.3 

44.7 

60.0 

64.3 

0.0 

62.5 

63.6 

3.8 

0.0 

7.9 

20.0 

0.0 

50.0 

0.0 0.0 

5.8 

8.3 

5.3 

0.0 

7.1 

0.0 0.0 0.0 

3.8 

8.3 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

（４）公共下水道の整備 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共下水道の整備について、「今のままで良い」（54.2％）が最も高く、次いで「もっと力を入れて

いくべき」（33.8％）となっている。 

経年比較すると、「今のままで良い」との回答は年々増加傾向となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると、「今のままで良い」との回答はサービス業で６割台半ばと高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答
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33.0 

54.5 

27.3 

54.5 

14.3 

20.0 

54.5 

18.2 

72.7 

45.5 

85.7 

60.0 

6.8 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

3.4 

18.2 

0.0 0.0 0.0 

20.0 

2.3 

9.1 

0.0 0.0 0.0 0.0 

福山地区
(n=88)

東部地区
(n=11)

西部（松永）地区
(n=11)

北部地区
(n=11)

沼隈・内海地区
(n=7)

神辺地区
(n=10)

(%)
0 20 40 60 80 100

【所在地区別】 

 

所在地区別にみると、「今のままで良い」との回答は西部（松永）地区で７割超と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答
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63.4 

64.7 

58.0 

32.4 

27.2 

28.7 

0.0 

1.2 

4.0 

2.8 

2.3 

7.3 

1.4 

4.6 

2.0 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

２０１２年度調査
(n=150)

(%)
0 20 40 60 80 100

63.5 

66.7 

71.1 

60.0 

35.7 

50.0 

87.5 

54.5 

30.8 

33.3 

23.7 

40.0 

57.1 

50.0 

12.5 

45.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

1.9 

0.0 

5.3 

0.0 

7.1 

0.0 0.0 0.0 

3.8 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

（５）大雨などに対する浸水対策 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大雨などに対する浸水対策について、「もっと力を入れていくべき」（63.4％）が最も高く、次いで

「今のままで良い」（32.4％）となっている。 

経年比較すると、2012 年度調査と比べて、2020 年度調査、2025年度調査は「もっと力を入れてい

くべき」との回答が増加している。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると、「もっと力を入れていくべき」との回答は医療・福祉で７割超と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

※2025 年度調査は、「あまり重要ではない」の回答なし 
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67.0 

54.5 

63.6 

90.9 

42.9 

50.0 

29.5 

36.4 

36.4 

9.1 

57.1 

30.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

1.1 

9.1 

0.0 0.0 0.0 

20.0 

2.3 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

福山地区
(n=88)

東部地区
(n=11)

西部（松永）地区
(n=11)

北部地区
(n=11)

沼隈・内海地区
(n=7)

神辺地区
(n=10)

(%)
0 20 40 60 80 100

【所在地区別】 

 

所在地区別にみると、「もっと力を入れていくべき」との回答は北部地区で約９割と高くなってい

る。 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答
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65.5 

61.8 

59.3 

29.6 

27.2 

27.3 

0.0 

2.9 

2.0 

3.5 

2.9 

9.3 

1.4 

5.2 

2.0 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

２０１２年度調査
(n=150)

(%)
0 20 40 60 80 100

53.8 

83.3 

71.1 

60.0 

78.6 

100.0 

75.0 

54.5 

38.5 

16.7 

26.3 

20.0 

14.3 

0.0 

25.0 

45.5 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

3.8 

0.0 

2.6 

20.0 

7.1 

0.0 0.0 0.0 

3.8 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

（６）災害に強い下水道づくり 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害に強い下水道づくりについて、「もっと力を入れていくべき」（65.5％）が最も高く、次いで

「今のままで良い」（29.6％）となっている。 

経年比較すると、「もっと力を入れていくべき」との回答は年々増加傾向となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると、「もっと力を入れていくべき」との回答は建設業で８割台半ばと高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

※2025 年度調査は、「あまり重要ではない」の回答なし 
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21.1 

22.0 

17.3 

57.0 

51.4 

60.7 

11.3 

13.3 

12.7 

9.2 

6.4 

6.0 

1.4 

6.9 

3.3 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

２０１２年度調査
(n=150)

(%)
0 20 40 60 80 100

15.4 

25.0 

18.4 

40.0 

28.6 

50.0 

37.5 

18.2 

61.5 

58.3 

50.0 

40.0 

57.1 

50.0 

50.0 

72.7 

15.4 

16.7 

10.5 

20.0 

0.0 0.0 0.0 

9.1 

3.8 

0.0 

21.1 

0.0 

14.3 

0.0 

12.5 

0.0 

3.8 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

（７）上下水道サービスの向上 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上下水道サービスの向上について、「今のままで良い」（57.0％）が最も高く、次いで「もっと力を

入れていくべき」（21.1％）となっている。 

経年比較すると、「今のままで良い」との回答は 2012年度調査から 2020年度調査にかけて減少傾

向であったが、2025年度調査では増加傾向となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると、「もっと力を入れていくべき」との回答はサービス業で約３割、「今のままで良

い」との回答は製造業で６割超と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答
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15.5 

20.2 

20.7 

72.5 

62.4 

58.7 

5.6 

7.5 

12.7 

4.9 

2.3 

6.0 

1.4 

7.5 

2.0 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

２０１２年度調査
(n=150)

(%)
0 20 40 60 80 100

11.5 

16.7 

13.2 

20.0 

21.4 

0.0 

37.5 

18.2 

82.7 

75.0 

68.4 

60.0 

64.3 

100.0 

62.5 

54.5 

1.9 

0.0 

7.9 

20.0 

0.0 0.0 0.0 

27.3 

0.0 

8.3 

10.5 

0.0 

14.3 

0.0 0.0 0.0 

3.8 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

（８）利用者への十分なお知らせ、情報提供 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者への十分なお知らせ、情報提供について、「今のままで良い」（72.5％）が最も高く、次いで

「もっと力を入れていくべき」（15.5％）となっている。 

経年比較すると、「今のままで良い」との回答は年々増加傾向となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると、「もっと力を入れていくべき」との回答はサービス業で２割超、「今のままで良

い」との回答は製造業で８割超と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答
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40.1 

28.9 

52.1 

63.0 

0.0 

0.6 

5.6 

2.3 

2.1 

5.2 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

(%)
0 20 40 60 80 100

38.5 

25.0 

36.8 

40.0 

35.7 

100.0 

87.5 

36.4 

51.9 

75.0 

52.6 

60.0 

50.0 

0.0 

12.5 

63.6 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

3.8 

0.0 

10.5 

0.0 

14.3 

0.0 0.0 0.0 

5.8 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

（９）道路上での漏水など応急対応 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路上での漏水など応急対応について、「今のままで良い」（52.1％）が最も高く、次いで「もっと

力を入れていくべき」（40.1％）となっている。 

経年比較すると、「もっと力を入れていくべき」との回答は 2025年度調査で 40.1％となっており、

2020年度調査の 28.9％よりも、11.2ポイント増加している。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると、「もっと力を入れていくべき」との回答は製造業で約４割、「今のままで良い」と

の回答は建設業で７割台半ばと高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

※2025 年度調査は、「あまり重要ではない」の回答なし 
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9.9 

13.3 

10.0 

63.4 

56.6 

58.0 

16.2 

17.9 

23.3 

9.2 

5.2 

6.0 

1.4 

6.9 

2.7 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

２０１２年度調査
(n=150)

(%)
0 20 40 60 80 100

5.8 

25.0 

5.3 

0.0 

7.1 

0.0 

50.0 

9.1 

67.3 

66.7 

55.3 

60.0 

71.4 

100.0 

50.0 

63.6 

19.2 

8.3 

18.4 

20.0 

7.1 

0.0 0.0 

27.3 

3.8 

0.0 

21.1 

20.0 

14.3 

0.0 0.0 0.0 

3.8 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

（１０）利用者に親しみやすい上下水道づくり 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者に親しみやすい上下水道づくりについて、「今のままで良い」（63.4％）が最も高く、次いで

「あまり重要ではない」（16.2％）となっている。 

経年比較すると、「あまり重要ではない」との回答は年々減少傾向となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると、「あまり重要ではない」との回答は製造業、医療・福祉で約２割と高くなってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答
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38.0 

45.7 

72.0 

48.6 

45.1 

22.7 

1.4 

1.2 

0.7 

9.9 

4.0 

3.3 

2.1 

4.0 

1.3 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

２０１２年度調査
(n=150)

(%)
0 20 40 60 80 100

34.6 

50.0 

36.8 

60.0 

21.4 

50.0 

75.0 

27.3 

51.9 

41.7 

44.7 

20.0 

64.3 

0.0 

25.0 

72.7 

1.9 

0.0 

2.6 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

5.8 

8.3 

15.8 

20.0 

14.3 

50.0 

0.0 0.0 

5.8 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

（１１）持続可能な経営基盤の確立 

（※2012年度調査では「経費の節減など経営の効率化」で質問） 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持続可能な経営基盤の確立について、「今のままで良い」（48.6％）が最も高く、次いで「もっと力

を入れていくべき」（38.0％）となっている。 

経年比較すると、「今のままで良い」との回答は年々増加傾向となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると、「もっと力を入れていくべき」との回答は建設業で５割、「今のままで良い」との

回答はサービス業で６割台半ばと高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答
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36.6 

37.0 

54.0 

50.7 

49.7 

37.3 

2.8 

3.5 

3.3 

7.7 

2.9 

3.3 

2.1 

6.9 

2.0 

２０２５年度調査
(n=142)

２０２０年度調査
(n=173)

２０１２年度調査
(n=150)

(%)
0 20 40 60 80 100

26.9 

41.7 

39.5 

20.0 

50.0 

50.0 

62.5 

36.4 

57.7 

50.0 

47.4 

80.0 

35.7 

0.0 

25.0 

63.6 

3.8 

0.0 

5.3 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

5.8 

8.3 

7.9 

0.0 

14.3 

50.0 

12.5 

0.0 

5.8 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

（１２）環境に配慮した取組 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境に配慮した取組について、「今のままで良い」（50.7％）が最も高く、次いで「もっと力を入れ

ていくべき」（36.6％）となっている。 

経年比較すると、「今のままで良い」との回答は年々増加傾向となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると、「もっと力を入れていくべき」との回答はサービス業で５割、「今のままで良い」

との回答は製造業で約６割と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答

40.5

34.0

54.3

62.0

0.7

5.2

3.3

(%)

0 20 40 60 80 100

２０２０年度調査
（n=173）

２０１２年度調査
（n=150）

もっと力を入れていくべき 今のままで良い あまり重要ではない

わからない 無回答



 

72 

 

11.3 78.2 10.6 

知っている 知らない 無回答

２０２５年度調査
(n=142)

(%)
0 20 40 60 80 100

11.3 78.2 10.6 

知っている 知らない 無回答

２０２５年度調査
(n=142)

(%)
0 20 40 60 80 100

13.5 

16.7 

7.9 

20.0 

7.1 

0.0 

12.5 

9.1 

76.9 

58.3 

81.6 

80.0 

85.7 

50.0 

75.0 

90.9 

9.6 

25.0 

10.5 

0.0 

7.1 

50.0 

12.5 

0.0 

製造業
(n=52)

建設業
(n=12)

医療・福祉
(n=38)

卸売・小売業
(n=5)

サービス業
(n=14)

運輸・通信業
(n=2)

公共機関（医療・
福祉を除く）(n=8)

その他
(n=11)

(%)
0 20 40 60 80 100

11.3 78.2 10.6 

知っている 知らない 無回答

２０２５年度調査
(n=142)

(%)
0 20 40 60 80 100

問２９ 上下水道局が「福山市上下水道事業中長期ビジョン（経営戦略）」を策定していることをご存

じですか。《〇は１つ》 

 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

「福山市上下水道事業中長期ビジョン（経営戦略）」策定の認知について、「知っている」（11.3％）、

「知らない」（78.2％）となっている。 

 

【業種別】 

 

業種別にみると、すべての業種で「知らない」が最も高くなっている。 
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Ⅳ 自由意見 

問３０ 福山市上下水道局に対してのご意見・ご要望などがありましたら、自由にご記入ください。 

 

福山市上下水道局に対してのご意見・ご要望 

1 クレジット払いが出来れば良いなと思います。（製造業） 

2 

水道料の値上げを検討して、アンケート実施されていると思う。職員の給与水準引き下げなど

をまず始めに実施すべきである。事件・事故多発職員が多く、質の低下は公ぼくとして問題で

あり、まず“えり”を正してから料金の見直しを検討すべきである。（医療・福祉） 
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Ⅴ 調査票 
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